


議
員
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
が
、
昨
年
十
月
に
日

本
で
も
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
国
で
は
、
公
費
全
額

補
助
、
日
本
で
は
、
個
人
に

よ
る
負
担
額
は
、
約
四
万
五

千
円
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。

予
防
ワ
ク
チ
ン
等
に
対
し
、

公
費
の
助
成
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。
又
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
接
種
は
、
長
生

病
院
の
意
見
等
を
聞
き
ま
す

と
、
三
回
接
種
し
な
け
れ
ば

効
果
が
得
ら
れ
な
い
と
い
わ

れ
ま
し
た
。
白
子
町
に
お
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
近
年
で
は
、
若
い
年

齢
層
に
お
い
て
罹
患
率
、
死

亡
率
と
と
も
に
上
昇
傾
向
が

認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
女

性
の
健
康
の
確
保
、
特
に
将

来
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
代
の

妊
娠
適
齢
期
の
方
の
母
性
の

保
護
を
図
る
た
め
に
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
白
子
町
で
は
、

今
、
医
療
機
関
等
と
協
議
を

し
て
お
り
ま
し
て
、
可
能
で

あ
れ
ば
年
内
中
に
実
施
の
方

向
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
、

考
え
て
お
り
ま
す
。
子
宮
頸

が
ん
と
い
う
の
は
、
唯
一
う

つ
る
が
ん
だ
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
医
療
機
関
と
協
議
し

て
予
算
措
置
も
含
め
て
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
義
務

教
育
の
子
供
た
ち
を
対
象
に

対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
　
沿
岸
各
地
の
浸
食
対

策
に
よ
り
砂
の
供
給
が
遮
断

さ
れ
た
た
め
、
白
砂
が
大
量

に
消
失
し
て
、
自
然
環
境
が

急
速
に
崩
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
潮
や
津
波
等
の
自
然
災
害

の
対
策
の
中
で
、
浸
食
、
養

浜
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
現

在
実
施
さ
れ
て
い
る
現
状
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
又
、
飯

岡
海
岸
で
は
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ

ト
に
よ
り
、
砂
浜
が
延
び
た

よ
う
で
す
。
私
も
、
そ
の
方

法
が
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。

国
、
県
に
よ
り
強
く
働
き
か

け
、
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
長
　
昭
和
六
十
三
年
か
ら

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
整
備
が
さ

れ
ま
し
た
。
一
宮
〜
一
松
ま

で
の
十
基
が
つ
く
ら
れ
た
後
、

白
子
町
に
被
害
が
広
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　
太
東
港
、
片
貝
港
の
た
ま

っ
た
砂
を
人
工
的
に
取
り
戻

す
方
法
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

新
聞
で
は
、
一
宮
で
は
、
三

十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
浜
が
戻
っ

た
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

飯
岡
海
岸
で
も
、
実
証
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
南
九
十
九
里

浜
保
全
対
策
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
浸
食
、
養
浜
の
事
業

化
を
国
、
県
に
強
く
要
望
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。



議
員
　
町
の
国
保
加
入
世
帯

の
平
均
所
得
が
百
五
十
万
円

か
ら
百
三
十
万
円
台
と
な
り
、

町
民
の
重
税
感
は
非
常
に
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
国
保
法
七
十
七
条
の
規
定

で
は
「
特
別
の
理
由
が
あ
る

者
に
対
し
保
険
料
を
減
免
し
、

ま
た
は
そ
の
徴
収
を
猶
予
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
さ

れ
て
お
り
、
町
は
、
独
自
に

条
例
に
よ
り
保
険
料
を
減
免

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申

請
減
免
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長
　
三
月
定
例
会
で
市
川

議
員
の
質
問
に
対
し
、
運
営

協
議
会
で
検
討
す
る
と
回
答

し
ま
し
た
が
、
申
請
減
免
制

度
を
実
施
す
べ
き
、
と
い
う

結
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
条
例
の
一
部
改
正
、
減

免
の
基
準
、
申
請
方
法
を
定

め
る
取
り
扱
い
の
規
定
を
つ

く
り
、
導
入
に
む
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
員
　
乳
幼
児
の
細
菌
性
髄

膜
炎
は
、
診
断
の
つ
け
に
く

い
病
気
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
怖
い

感
染
症
で
す
。

　
二
〇
〇
八
年
十
二
月
か
ら

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
二

月
か
ら
は
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
も
接
種
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
八
割
か
ら
九
割
の
髄

膜
炎
を
防
げ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
町
で
も
補
助
を

検
討
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
小
児
の
健
や
か
な
成

長
と
家
庭
で
の
経
済
的
な
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
補
助

事
業
を
検
討
中
で
す
。
医
療

機
関
と
の
連
携
を
協
議
し
、

な
る
べ
く
早
く
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
三
月
に
屋
根
等
の
修
繕

を
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
何

度
も
修
繕
を
重
ね
る
の
で
は

な
く
、
今
の
状
況
で
今
後
何

年
使
用
可
能
な
の
か
を
判
断

し
、
早
期
に
方
向
性
を
出
す

な
ど
、
建
設
に
向
け
て
計
画

的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
給
食
施
設
は
、
子
ど

も
が
少
な
く
な
り
、
自
校
方

式
も
選
択
肢
の
一
つ
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
検
討
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
ど

う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
発
想

で
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
県
に
よ
る
、
山
武
・

長
生
・
夷
隅
地
域
保
健
医
療

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
協
議
会
は
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
に
集
中
さ
せ

る
再
生
計
画
に
は
、
問
題
も

あ
る
よ
う
で
す
が
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
協
議
会
で
は
、
医

師
確
保
へ
の
声
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。

　
長
生
地
域
で
も
、
夜
間
救

急
診
療
所
、
長
生
病
院
の
救

急
患
者
の
搬
送
口
、
二
次
救

急
の
空
白
時
間
な
ど
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
生
病
院
を
中
心
と
し
た
、

長
生
地
域
の
医
療
の
充
実
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
長
生
地
域
と
し
て
は
、

九
十
九
里
医
療
セ
ン
タ
ー
中

心
に
物
事
を
考
え
る
こ
と
は

だ
め
だ
と
主
張
し
、
長
生
病

院
の
二
次
を
充
実
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

九
十
九
里
医
療
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

経
過
を
報
告
し
ま
す
。

　
長
生
地
域
の
医
療
に
つ
い

て
は
、
四
月
に
広
域
市
町
村

圏
組
合
に
地
域
医
療
整
備
室

を
設
置
し
、
専
門
の
体
制
を

整
備
し
ま
し
た
。

　
二
次
待
機
病
院
の
空
白
は

解
消
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
長
生
病
院
は
、
Ａ
棟
の
建

て
替
え
の
め
ど
が
た
た
な
い

状
況
で
す
。
一
施
設
し
か
な

い
救
急
処
置
室
。
こ
う
し
た

も
の
の
適
正
さ
を
求
め
て
努

力
し
て
い
き
ま
す
。



　
九
十
九
里
浜
に
明
治
維
新
数

年
前
・
文
久
二
〜
三
年
頃
の
出

来
事
で
、
「
真
忠
組
事
件
」
維

新
の
志
士
達
の
思
想
と
は
根
本

的
違
い
が
あ
っ
た
、
特
筆
す
べ

き
内
容
は
、
小
口
順
之
助
な
る

人
物
と
幕
末
の
農
政
学
者
と
し

て
知
ら
れ
る
佐
藤
信
淵
先
生
と

の
流
れ
を
、
小
口
順
之
助
は
剣
、

学
問
共
に
優
れ
、
学
問
が
ず
ば

抜
け
て
良
く
そ
れ
だ
け
に
身
分

制
度
に
不
満
は
強
く
、
学
問
で

身
を
立
て
よ
う
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
学
問
な
ら
足
軽
も
家
老
も
百

姓
も
町
人
も
な
い
わ
け
で
あ
っ

た
。
向
学
心
に
燃
え
る
小
口
は

信
淵
に
江
戸
へ
出
て
く
る
よ
う

に
勧
め
ら
れ
た
。
し
ば
ら
く
し

て
佐
原
藩
の
津
田
英
次
郎
門
下

生
と
な
る
「
垂
統
秘
録
」
編
に

農
漁
民
に
寄
せ
る
深
い
愛
情
は

信
淵
が
八
十
余
年
の
生
涯
か
け

足
で
識
り
得
た
も
の
、
教
育
は

武
士
の
中
の
識
見
、
学
識
あ
る

者
そ
の
妻
女
子
弟
、
娘
な
ど
学

の
あ
る
者
は
育
児
館
の
先
生
、

町
人
百
姓
は
才
能
重
視
で
適
材

適
所
に
置
く
民
主
的
な
構
想
が

小
口
ら
を
魅
了
さ
せ
た
一
編
で

知
識
・
使
い
こ
な
す
力
で
あ
る
。

九
十
九
里
叛
乱
資
料
よ
り

三
　
　
吉
辰

◇
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

「
両
総
地
区
」
の
完
成
に
向

け
て
の
意
見
書
採
択
に
関
す

る
請
願
書
　
　
　
（
採
択
）

◇
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

採
択
を
求
め
る
請
願
書

　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

◇
国
に
お
け
る
平
成
二
十
二

年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す

る
意
見
書
採
択
に
関
す
る
請

願
書
　
　
　
　
　
（
採
択
）

◇
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

「
両
総
地
区
」
の
完
成
に
向

け
て
の
意
見
書
　
（
採
択
）

◇
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

◇
国
に
お
け
る
平
成
二
十
二

年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す

る
意
見
書
　
　
　
（
採
択
）

【
齋
藤
鉄
也
議
員
】

議
員
　
園
芸
振
興
事
業
補
助

金
六
百
四
万
三
千
円
と
あ
り

ま
す
が
ど
の
様
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

産
業
課
長
　
「
園
芸
王
国
ち

ば
」
強
化
支
援
事
業
で
す
が

施
設
園
芸
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
で
、
県
単
の
補
助
事
業
で

す
。
計
画
の
承
認
を
受
け
て

県
か
ら
町
経
由
で
認
定
農
業

者
に
補
助
し
ま
す
。

【
三
橋
昌
好
議
員
】

議
員
　
空
調
機
の
二
基
増
設

で
二
百
十
万
円
と
の
説
明
で

す
が
何
社
ぐ
ら
い
か
ら
見
積

り
を
取
っ
た
か
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
長
　
概
算
見
積

り
と
し
て
は
一
社
で
す
。

　
予
算
決
定
後
に
再
度
入
札

あ
る
い
は
見
積
り
合
わ
せ
を

行
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
市
川
隆
子
議
員
】

議
員
　
法
定
減
免
変
更
に
よ

る
費
用
負
担
の
見
込
み
を
伺

い
ま
す
。

税
務
課
長
　
減
収
分
に
つ
い

て
は
、
現
在
一
千
四
百
十
三

万
円
と
試
算
し
て
お
り
、
町

負
担
三
百
五
十
三
万
円
、
県

負
担
一
千
六
十
万
円
で
す
。

【
河
野
　
豊
議
員
】

議
員
　
観
光
費
の
補
正
額
一

千
万
円
、
国
体
に
よ
る
ト
イ

レ
の
改
修
費
で
県
が
三
分
の

一
、
町
が
三
分
の
一
、
地
元

が
三
分
の
一
と
い
う
の
は
、

地
元
が
三
分
の
一
の
負
担
を

す
る
の
か
。
ト
イ
レ
に
一
千

万
円
と
い
う
予
算
で
す
が
ど

の
よ
う
な
所
に
ど
う
い
う
形

で
つ
く
る
の
か
伺
い
ま
す
。

商
工
観
光
課
長
　
ト
イ
レ
は
、

中
里
の
メ
イ
ン
会
場
の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
内
に
あ
る
ト
イ
レ

改
修
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

負
担
割
合
に
つ
き
ま
し
て
は

一
千
五
百
万
円
を
上
限
に
、

そ
の
三
分
の
一
の
五
百
万
円

が
補
助
対
象
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
同
額
の
五

百
万
円
を
町
が
補
助
し
、
残

り
の
金
額
に
つ
い
て
は
所
有

者
の
自
己
負
担
と
い
う
形
に

な
り
ま
す
。


